
日　時：　平成３０年１０月　２６日　（金）　　１３時３０分～１５時３０分

会　場：　福祉会館　第３会議室

司　会：　へいあんなでしこ　（北村）

書　記：　あかね　（斉藤）

出席者：　７事業所

◎　議題

「火災対策について」　（消防救急課　山中氏）
＜別紙資料参照＞
質問事項：　追記

１．避難するタイミングは？
A: 火災を知った時点で避難を開始する。

２．グループホーム火災（介護施設）の事例があれば多くしりたい。
A:　 資料内に掲載されている事例を参照。

３．現場の消防隊が本当に知りたい情報とはなにか？
A: 建物の中に逃げ遅れている人がいるか否か。
当日の在設者数、職員数の報告をお願いしたい。
不明であれば、その旨を伝えてほしい。

建物の平面図があれば見せてほしい。
（突入口を判断できる）

何がどこで燃えているかの情報。

研修後半：　室外での消火器訓練

室内火災における初期消火時のポイント：
部屋の中の火災では空気が膨張している可能性大。
煙が出ているときは、ドアを開けない、入らない。
出ていないときには、ドアが暑いか手の甲で確認。
ドアノブは熱くなっていることがあるため、手の甲で慎重に確認。
ドアが熱くなければ、身をかがめ、ドアを開ける。
火元までいかずとも、消火器の消炎剤で消化可能。
退出路を確保すること。

７２度以上でスプリンクラーが作動する。
初期消火に時間をかけすぎて、避難が遅れてしまわないよう
気をつけること。

ひらつか地域介護システム会議　グループホーム・小規模多機能連絡会　議事録
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２．　連絡会

＊　サービス向上検討部会　報告
・ 議事録参照
・ 次回は１０月２９日（月）　１５時～１７時

＊　３月２日　「在宅医療、介護連携フォーラム（仮）」について
・ 小規模、GHはブース展示にて参加。
　　施設の場所を掲載した地図、写真の掲載、パンフレット等
　　用意し、各事業所スタッフが来訪者に説明。
　　場所は中央公民館　２階　　９時～１７時
　　　（医療講演会は１３時３０分より）

＊　全体交流会について
・ 今回は映画「ケアニン」の上映会後に軽食、お土産付きで交流。
・ 事業所の様々な職種の方にも来て頂くようにする。
・ 別紙（第１回　全体交流会プロジェクト　議事録）参照

＊　次回　研修会について（１１月５日）
・ 高齢者虐待について考える　～　林田　俊弘　氏　～
　　現時点で申し込み数が少ないため、連絡会委員が
　　他連絡会員事業所に連絡、声掛けを。
　　（連絡担当者と事業所を決定、高齢者よろずセンターにも
　　　連絡）

＊　次回　連絡会について
・ 研修会　「メンタルヘルスについて」　菅さんと調整中。
１２月はご本人の都合がつかず、H３１年１月開催検討。
１月の第３金曜日　会場手配、＋　第５回連絡会開催。
２月は次期計画もあるため、１月、２月と連続の開催予定。

（H３１．１．１８　金　）
３．　その他

＊　検討事項：　特になし
＊　情報交換：　特になし

＊　次回連絡会
平成　３１年　１月　１８日　（金）　１３：３０　～　１５：３０


